
【参考様式】
夜間勤務等看護体制確認表

令和    年    月分

病棟名              種別［基準・加算Ⅰ・加算Ⅱ・加算Ⅲ・加算Ⅳ］

    勤務形態［ア・三交代   イ・二交代   ウ・その他（                       ）］

    夜勤時間帯：午後       時         ～翌朝       時         （16時間）

  平均入院患者数                  人（Ａ）

                                                         延夜勤時間数（Ｃ）

  夜勤に当たる1日平均看護要員数          人（Ｂ）  ＝       日数×１６

  入院患者数  対  看護要員数              ：１（Ａ／Ｂ）

                                          延夜勤時間数（Ｃ－Ｄ） 

  月平均夜勤時間数          時間  ＝   夜勤時間帯に従事した実人員

	番号
	氏  名
	夜勤時間帯に従事した者

（夜勤専従・16時間以下は除く）
	看護師・准看護師・看護補助者の別
	1日

  曜日
	2日

  曜日
	……

……
	夜勤時間数（計）
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	全ての従事者
	夜勤専従者16時間以下の者（再掲）
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	夜勤時間数（計）
	
	
	
	
	
	（Ｃ）
	（Ｄ）
	

	夜勤時間帯に従事した者（計）
	（Ｅ）
	（准）看護師
	
	
	
	
	
	

	
	
	看護補助者
	
	
	
	
	
	


＊記載上の注意

  １  この様式は病棟ごとに、算定月の前月の実績分で作成してください。

  ２  日付の欄には、夜勤時間帯に従事した夜勤時間を記入してください。（例：22時～7時）

  ３  「夜勤時間数（計）」欄には日付の欄に記入した従事者の夜勤時間数の合計を記入してください。
ただし、夜勤時間数（計）の合計を記入する(C)欄には当該全ての夜勤時間数の合計を記入し、Ｄ欄には夜勤専従者及び婦長等月当たり夜勤時間が16時間以下の者の夜勤時間数を記入してください。

  ４  「夜勤時間帯に従事した者」欄には、夜勤を含む交代勤務を行う常勤者は１とし、病棟兼務及び非

    常勤職員の場合は、病棟勤務の実動時間を比例計算した上で数値を記入してください。
ただし、夜勤専従者や婦長等月当たり夜勤時間が16時間以下の者は除外し、備考欄に勤務形態を具体的に記入してください。

＊この表は、「減算型」を算定している施設以外の施設について作成の必要があります。

